
聞思ひとつ
三重教区慶法寺 藤井慈等
(前略）ところで
真宗本廟の報恩
講が始まった昨
年(2008年）の1
1月21日、かね
て療養中であっ
た宮城顗先生が
お亡くなりにな
り、一周忌を迎えます。その
宮城先生がお元気であったこ
ろ、宮城先生が師と仰がれた
安田理深先生の一周忌を迎え
ての聞法会で、安田先生につ
いてお話がありました。それ

は「(安田理深先
生が）ご講義の
最初に、〝やは
りあらためて聞
思する以外に道
が無いのであり
ます。そしてま
た、野心を捨て

て聞思することです、そこに
本当に意味の創造がある″と
曽我量深先生が亡くなられた
事実を受け止められて、繰り
返し聞思する以外にないとおっ
しゃっておられる」と言うこ
とを取り上げて
くださいました。
そして、宮城先
生は「本当に私
たちは遇うと言
うこともですね、
遇いづめに遇い
ながら遇うてお
らんというのが、私たちの日々
でございますけれども、同様
になかなか本当に、すでにそ
の先生が死なれておりながら、
先生を失ったと言うことの意
味も最後の最後まで、やはり
身に痛く響いてこないという、
そういうまさにどうしようも
ない鈍感さと言うことを思う
んでございます」とおっしゃっ
ています。そして「野心を捨

てて聞思する」という言葉を、
改めて「静かに聞思する」と
いう言葉で受け止め直されて
います。
「野心を捨てる」と言うこと
を、「静かに」という表現に
変えてあります。その「静」
と言うことを、「知恩」、恩
を知ると言うことであり、そ
れが人間存在の根っこである
と教えてくださったのも宮城
先生です。まさに根っこを失
う生き方が、「木石」であり、
「どうしようもない鈍感さ」
なのだと思います。
報恩講は、そのような私ど

もに、聞思一つを呼びかける
悲願の歴史の姿であることを
想わずにはおれません。
（「真宗の生活」2013年より）
第2組報恩講
今年最後の第2組仏事です。

ご都合のつく方はぜひご参加
ください。

日時 11月８日(水）17：00
会場 即應寺(阿倍野区阪南町）
内容 お勤めと法話、懇親会
と同朋総会

講題 報恩とは？ー恩に報い
むく

る、恩を報せるー」
しら

講師 戸次公正先生
（第22組 南溟寺住職）
会費 2000円(お斎料）
第2組聞法会が開催
去る8月26日

(土）午後2時か
ら、天王寺区の
光照寺(墨林浩住
職）を会場に、
第2組聞法会が
開催され、組内
の住職や坊守、
門徒や推進員等
26名が参加しました。当日の
講師は、お馴染みの第17組法
觀寺住職の廣瀬俊先生です。
墨林組長の開会。まず、墨

林住職による調声でお勤めを
し、続いて廣瀬先生のご法話
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親鸞のことば
「南無阿弥陀仏」
という、ひとすじの道

念仏者は無碍の
一道なり 「歎異抄」

この言葉は、「念仏者は、な

にものにも妨げられない、さと

りへのひとすじの道を歩む者で

ある」と言う意味です。無碍と

は、なにものにもさまたげられ

ないと言うことです。

私たちの現実は、老病死の苦、

愛する人と別れなければならな

い苦、嫌いな人と会わねばなら

ない苦、欲しいものが手に入ら

ない苦など、さまざまなさまた

げであふれています。親鸞の人

生も、幼い時の両親との死別、

流罪、長男の義絶など、決して

順風なものではありませんでし

た。しかし、親鸞は念仏ひとす

じに生きる道を大切にし、それ

らのさまたげと向きあい、超え

ていきました。念仏という阿弥

陀さまのはたらきが、現実と向

き合う力になったのです。

(名古屋別院監修「人生を照らす親鸞の
言葉」より）

一日の空過
四季の季節の移り変わりに戸惑って

いるのは、僕だけでしょうか。寒い冬

が長く続いたその後は、本当は色とり

どりの花が咲き乱れる春が来て楽しむ

はずが、すぐに暑い夏が、それもめっ

ぽう暑い連日35度が当たり前の日々 が、
長い間続いて、やっと来た秋が、紅葉

が暑くて咲き乱れることなく、また、

とことん寒い冬を迎えると言う、地球

の周期が変わった気がしませんか。

それでも、この一年余り、リハビリ

に通う農道のそばの畑では、いつの間

にか育った稲の穂に実が入り頭を下げ

ていました。その間に、自分は日々 の

生活に追われて、気が付けば報恩講さ

んを迎えます。

金子大榮先生の「一日の空過は、やがて

一生の空過となる」と言う言葉が思い出され

ます。この1年を、空過少なくいただい
たいのちを生きるために、聞法第一し

かないような気がします。お仲間と共

に、一歩一歩歩むことにしましょう。

合掌。（本）

故安田理深先生

故宮城顗先生



に移りました。
廣瀬先生の法話聞書

細川克彦(佛足寺）
はじめに先生は、
今年は親鸞聖人御
誕生850年と言う
ことで、ご生涯の
様々な出来事を通
して、親鸞聖人も
求められた「ほん
とうに生きる」と
言うことを尋ねていきたいと
話されました。
「ほんとうに生きたい」と言
う言葉は、今の私たちにも深
いところから起こっている問
いではないだろうかと。
ある15歳の少女の言葉「お

金でも品物でもない、何かが
欲しいのです」と言う叫び、
また年老いた女性の言葉「暮
らしは不自由ではなかったが、
ほんとうに生きたことはなかっ
た」と言う言葉。
親鸞聖人もご生涯を通して、

ほんとうの仏教、ほんとうの
救い、ほんとうの教えは何処
にあるのだろうかと悩まれた
のではないかと。
そして29歳になって、京都

六角堂に参籠された時、救世
観音の「結婚妻帯の道を行く
しかないのなら、私が美しい
女性の姿となって妻となり、
一生の間連れ添って、臨終の
時には極楽に導いてあげましょ
う」と言う夢告を得られたこ
とがきっかけとなって、法然
上人の元を訪ねられたと。
恵信尼様のお手紙には、法

然 上 人 は
「善き人に
も悪しきに
も、同じよ
うに、生死
出べきみち
をば、ただ

一筋に仰せられ候いし」とあ
り、『正明伝』ではその時、
親鸞聖人は感動のあまり子ど
ものように泣かれたと伝えて
いると。
休憩後は、2011年の法然上

人800年大遠忌法然共生イメー
ジソング、さだまさし作詞・
作曲による「いのちの理由」

の歌を聞かせて
いただいた。
その歌詞の中で
「私が生まれて
来た訳は/父と
母とに出会うた
め/私が生まれ
て来た訳は/(中
略）愛しいあなたに出会うた
め/(中略）しあわせになるため
に/誰もが生まれて来たんだよ
/(後略）と歌われている。
先生は「誰もが生まれて来

た」と言うことは、法然上人
の「善き人にも悪しきにも」
の意味であり、「しあわせに
なるために」とは、生死出ず

べき」、すなわち、善し悪し
と言って比べたり、そのため
に苦しんだりする日暮らしを
離れたところに、「しあわせ」
になれると言う意味があると
具体的に、分かりやすく話し
てくださいました。
門徒会と合同研修会

2023年9月8日(金）午後1時
30分から天王寺区の光照寺(墨
林浩住職）をお借りして、第2
組門徒会との合同研修会を持
ち、門徒11名と墨林浩組長を
はじめ、池田英二郎副組長(宗
恩寺）や喜左上恵子住職(紹隆
寺）のご参加をいただきまし
た。講師は昨年に続き門真市
心願寺の松井聰先生に御出講
いただきました。
真宗宗歌で開会、中嶋ひろ

み門徒会会長(光照寺）、墨林
浩組長からご挨拶のあと、松

井先生から「人間成就」とい
う講題でお話いただきました。
「人間成就」言うなら、本当
の人間になると言うこと。こ
れを受けて「この私とはいっ
たい何であるか」と言うこと
になりますが、この問いの明
確に応えられているのが、
『観無量寿経』にある「王舎
城の悲
劇」の
物語で、
お釈迦
さまが
韋提希
夫人に
対して言われた「汝はこれ凡
夫なり。心想羸劣していまだ
天眼を得ず、遠く観ることあ
たわず。諸仏如来は異の方便
ましまして、汝をして観るこ
とを得しめたまう」の言葉で
す。
そして「凡夫」について、道
綽禅師や源信僧都、親鸞聖人
の「一生造悪」「極重悪人」
「煩悩具足」の言葉を引きな
がら、私たちが生きると言う
のは「罪悪深重の身である」
と言うことを話ていただきま
した。そして、人間成就の道
は、南無阿弥陀仏の教えしか
無いですねと話されました。
(松井先生の法話要約は次号で）
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大推協公開講座
日時 12月6日(水）14：00～
会場 難波別院同朋会館講堂

講題 南無阿弥陀仏―人と生まれたこと

の意味をたずねていこう。みんなに願いがか

けられている

講師 澤田見先生(12組清澤寺）
参加費 無料

宗祖親鸞聖人御生誕850年・立教開宗

800年慶讃法要テーマ

南無阿弥陀仏－人と生まれたこと

の意味をたずねていこう

みんなに願いがかけられている


